
はじ∵ータ・ハイウェイを走る“半Ξっていない著者が中国人に初めてもてはやされ，万里の長城に登った気持ちとはこのことか，と一人で悦に入ったのも 2年前のことである。

このように書けば半導体産業は∵

っとすくかわ

のり「ばこ∵

尽くせないので，これらの詳細については専門誌に委ね

ることにする。今回は主に，素材産業に携わる材料屋が

次世代半導体デバイス用の材料を開発する場合に，つね

に念頭に置かねばならない点について，標記のタイトル

で思いのままに記述する。本論に入る前に読者の中には

半導体デバイスを専門にされておられない方もおられる

ので，まず半導体デバイスの魅力について述べ，次にこ

のデバイスの開発の最近の動向について述べる。

1．製造業にとっての半導体デバイスの魅力

半ﾎ †窪∵
れているものに目が触れないことはない。1947 年に米
国のベル研究所でバーディンとブラッデンによりゲルマ
ニウムでトランジスタ効果が発見された当時，わずか 50
年の歳月で半導体技術がこれほど深く日常生活に浸透す
るとは誰もが予想しなかったと思う。このように半導体
技術が我々の日常生活に短期間で浸透したのは半導体デ
バイスが“人間の低次の欲求”である衣・食・住の充足
と安定に大きく貢献したためである。まず，誰もが衣食
住の充足を求め，働くことを惜しまない。したがって，
衣食住の充足欲を満たすものであればだれでもが買い求
め，量的にはこのような商品が“よく売れる商品”であ
ることは言うまでもない。半導体デバイスは主に“住”
を充足する製品として，直接，目の当たりにすることが
多い。しかし，原料から ] 酌 丅うゅ げ 蔵
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もなお，半導体デバイスは，生活の快適さのさらなる向
上を目指して発展し続けている。また最近の自動車，電
車および飛行機の安全性および乗り心地の良いのは，直
接目に触れることはないが，半導体で作られたセンサー
が多く使われるようになったからである。
第 2の魅力は半導体デバイスが日常生活に不可欠な製

品であるにもかかわらず，付加価値が高いことである。
衣食住の充足欲を満足させる商品は量的には多いが，食
料品を初め，全体的に付加価値の低いものが多い。本州
と四国を結びつける長大な吊り橋，線路および高層建築
物などの構造材料としてもっとも多く使われるのは鉄骨
である。この鉄鋼材は日本国内だけでも量的に約 1億ト
ンが生産され，その付加価値を 1グラム当たりの単価に
換算すると，0．05 円／グラム位である。我々の主食で
ある米は食料品の中では一番多く生産されているが 0．5
円／グラムの付加価値しかない。それにくらべ，半導体
デバイスのもっとも重要な役目を果たす半導体材料は，




